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「令和６年度 学校評価アンケート」の集計結果を報告します。
アンケートへのご協力、誠にありがとうございました。

7月と12月に実施した学校評価へのご協力、誠にありがとうございました。
1月10日（金）に実施した学校運営協議会において、「学校評価アンケート集計」および考察

等についてご報告申し上げて、3学期の学校経営方針とともに承認をいただきました。
よって、この紙面をお借りして改めて保護者の皆様にも報告させていただきます。
なお、私たち教職員も、この結果や保護者の皆様から寄せられた様々なご意見を真摯に受け

止め、共有し、学校運営や日々の教育実践に生かすべく協議をおこない、それぞれの項目にお
いて改善策を検討・実施してきたところです。
さらに次年度に向けても、生徒たちとともによき変容を目指して努力してまいりますので、引

き続き本校の教育活動にご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
※表は、7月と１２月の肯定的割合を比較したものです。また、上昇が青色、下降が赤色、ほぼ変わらないものが黄色で示して
います。質問内容の部分は２者以上が上昇したものに青色、３者以上が下降したものに赤色で示しています。

※肯定的割合とは、アンケートの質問に対して「あてはまる」と「ややあてはまる」の割合をたし合わせたものです。
※なお、学校ホームページにおいても公表していますのでご確認ください。

いい学校になるように

今後も頑張ります！

「プライオン 思いを力に！」



教育方針
教育方針については、各者ともほぼ９０％が肯定的回答となっており、

広く理解されていることが伺える。

心の教育・生徒指導
No２～No９については、肯定的回答がほとんどを占めているが、No６

については、保護者回答が７月・１２月ともに６０％台となっている。生
徒一人ひとりに寄り添うとともに保護者とも思いを共有していく必要があ
る。
No１０あいさつについては、地域の方の肯定的割合が高く、「よくあい

さつをしてくれて嬉しい」というコメントも多数いただいている。一方で、
教職員の肯定的割合が７月と比較して下がっている。校内のあいさつについて力を入れる必要がある。
No１１について、９０％の生徒が感謝の気持ちを伝えていると回答しているが、保護者・教職員にはそれほ

ど伝わっていない。感謝の気持ちを言葉や態度で表すことができるようにしていきたい。
No１２チーム学年担任制について、「わからない」と回答した保護者・地域の割合が多い。内容について周

知していく必要がある。

学力向上
No１４について、「授業はわかりやすい」「分かる授業づくりに努めている」は肯定的回答が約９０％を超

えており、良好である。
No.１５「授業によく取り組んでいる」は、教師の肯定的回答が７月より２０ポイント近く下がった。年度

当初と比べ、学力差が顕著になってきていることとあわせて大きな課題である。
No１６、１７については、保護者・地域の肯定的回答が６０％程度であるが、これは「わからない」と回答

した割合が多いためである。
No１８について、学校が落ち着いていると感じている生徒・保護者の割合が低い。教師の回答と比較して生

徒は、自分たちへの評価が厳しいことがわかる。一部にルールを守らない生徒がいることが要因と考えられる。
No１９図書室の活用については、生徒の肯定的回答が２０ポイント下がった。教師の肯定的回答も低く、昼

休みの図書室利用のみならず、教科の授業での図書室活用についても取組を強化する必要がある。。
No２０の地域学習については、２学期に各学年で重点的に取り組んだことで、各者とも数値が向上した。引

き続き地域の歴史や文化を学ぶ学習を充実させていく。

環境教育
No２４スリッパや靴並べについて、教師の肯定的回答の割合が７月と比較し１０パーセント向上し改善が見

られる。しかし、生徒と教師の捉えにまだ差があるため、引き続き指導していく必要がある。
報公開
家庭・地域連携等
Ｎｏ２９ＰＴＡ活動については、２学期に様々な活動が行われたため、保護者の肯定的回答が上昇した。
Ｎｏ３０コミュニティスクールについては、各者ともに低い数値となった。「わからない」の回答も多いこ

とから、引き続き周知していく必要がある。
No３１インターネット利用について、生徒の９０％がルールを守っていると回答している一方で、保護者

７０％、教師はわずか４０％であり、大きなギャップがある。メディアへのかかわり方が今後の課題である。
No３３小中連携については、２学期以降、相互に授業を参観したり、研究発表会に参加したりするなど連携

の取組を行った。今後も引き続き連携を充実させる。

今回の考察は
私が行いました。
皆で、西大村中を
もっとよく
していきま
しょう。
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